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1100 年年後後のの加加茂茂地地域域のの農農地地をを担担うう営営農農組組織織をを目目指指ししてて  

～～先先進進地地視視察察をを通通じじたた営営農農体体制制のの確確立立～～  

 

11    活活動動ののねねららいい    

  市原市加茂・柏野・田代工区では集落営農組織の設立に向けた話合いを行っ

ており、令和 2 年度から集落営農に関する勉強会等を行ってきました。今年度

は集落営農組織の設立に向けて、先進事例等を学び、地区での話し合いをすす

めることで営農体制を確立することをねらいとして普及活動を行いました。ま

た、地域水田の状況を整理し、組織設立の必要性を耕作者や地権者と共有する

ため、人・農地プランの作成を支援しました。 

 

22    課課題題のの背背景景  

  市原市加茂・柏野・田代工区には水田が約 100ha あり、耕作放棄地はほとん

どありません。令和２年度に耕作者 48 名を対象にアンケート実施したところ、

耕作者の約 7 割が 61 歳以上でありそのほとんどで後継者がいないことから、

将来的な耕作放棄地の増加が懸念されています。そのような中で、耕作放棄地

を作らないようにするため、将来の農地の受け手となる集落営農組織設立を目

指す動きがあり、令和 2 年度から集落営農組織の設立に向けた話し合いを行っ

ています。  

 

33    普普及及活活動動のの経経過過・・結結果果  

（（１１））人人・・農農地地ププラランンのの作作成成  

    市や土地改良区の担当者と連携し、人・農地プランの作成を支援しました。

耕作者への今後の営農意向や後継者の有無、営農を続ける上での課題等につ

いて聞き取ったアンケート結果を集計、分析して課題を整理しました。また、

営農組織の設立を検討するメン

バーと話し合いをすすめ、将来

的に耕作者が減少することを地

域の耕作者に可視化できるよう

に、白地図への年齢別の耕作者

の色塗りを行い、１筆ごとの農

地の状況を整理しました。これ

らの結果をもとに市原市、土地

改良区、農業委員会、耕作者で話

し合いを行ったことで、人・農地

プランが作成されました。 

 

 

 

写真１ 人・農地プランの話し合い 
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（（２２））営営農農体体制制のの確確立立とと組組織織づづくくりり  

    集落営農組織の運営と米の加工をテーマとして先進地視察研修を開催し、

地区の耕作者 12 名が参加しました。新規就農者を後継者として受け入れて

いける様な組織づくりをしたいとの意向があることから、視察先は 30 年以

上運営している営農組織に依頼し、組織ができた経緯、運営方法、後継者を確

保する仕組みづくり、補助事業の活用状況等について説明をしてもらいまし

た。米の加工については、家族経営で後継者が加工部門を立ち上げ、だんごや

揚げせんべいの加工を行う経営体を視察し、作業内容や工夫しているポイン

ト等を話してもらいました。 

  組織の設立に向けて、視察研修

先に加えていくつかの集落営農

組織の運営方法を紹介し、組織の

仕組みづくりを支援しました。 

その結果、地域農業の発展と活

性化に向けて、耕作放棄地の発生

防止や地域の担い手となる後継

者を育成していく機運が高まり

ました。そして、その受け皿とな

る集落営農法人の設立に向けて、

任意組合「アグリ高滝営農組合」

が立ち上がり、次年度から活動し

ていく事となりました。 

 

44    今今後後のの課課題題  

  設立直後の組織であり本格的な活動を行うのはこれからです。今後の活動を

通じての課題の整理や今後の営農構想作成・実現を支援します。また、組織と

しての知名度を地区内で高めていき、離農する際に農地を任せてもらえるよう

に、人・農地プランや農地中間管理機構の活用等も推進していきます。 

 

55    担担当当者者    市原グループ ◎小野 英吾、水島 莉那    

 

66    協協力力機機関関 市原市、ＪＡ市原市 

 

 

 

写真２ 先進地視察研修の様子 


